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令和 8 年 4 月 10 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

◆ ： ◆ 活動の様子の写真・成果物の写真

◆ ：

：

◆ ：

＜目的＞

＜成果＞

◆ 活動内容の追加コメント

◆

◆

店内でのあいさつをもう少し増やしてほしい。
作業のスピードは上がってきているがもう少しあげてほしい。

賞味期限の古いものは手前新しいものは奥へとバーコードを見な
がら並べることを徹底しています。お菓子や日用品、飲料、ペット
コーナーなど幅広いジャンルの商品陳列を行っています。ほかの
利用者さんと連携をとったり協力することを学んだり、体を動かし
外で働く機会があることで体力作りにもなっています。

地域の方に親しみを持ち「いらっしゃいま
せ」の挨拶や言葉を率先して交わすことが
できた

得意なことが活かされ苦手なことも挑戦し
ようという意欲が芽生え一般就労の意欲が
高まった

積極的に参加しチームとして連携すること
で作業の効率を上げミスを防ぐ。
戦力となるよう作業スピードをあげる

連携した結果に対する意見または評価

：

：

：

今後の連携強化に向けた課題

真剣に作業に取り組んでおられよかったです。わからない事は聞きにきて作業を進めています。

◆

◆

実施した結果

得られた成果

課題点

連携先企業名 スーパーセンターシマヤ立山店

４人～10人

地域連携活動の
ねらい

地域にとっての
メリット

対象者にとっての
メリット

：

：

：

生きがいをもち働き積極的に地
域の方とかかわることで自信に
繋げていく

人材不足解消。障害者の社会参加により地
域の活性化.将来的な直接雇用を見据え、
配慮の仕方や適切な作業配置を学ぶこと
ができる。

仲間と共同で働くことで個々の力が発揮さ
れ就労意欲が向上する。社会に貢献してい
ると実感できる

◆

◆

◆

◆

担当者名 堺　豊

電話番号 076-471-6232 対象年度 令和7年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

◆

活動場所

実施日程

利用者数

実施した生産活動
施設外就労の概要

スーパーセンターシマヤ立山店

月・火・水・金（週に4回）

地域企業の人材不足の対応として商品陳
列、前出しの業務を切り出し施設外就労と
して実施することで障害者の働く場つくりに
取り組んでいる。

住　所 富山県富山市水橋伊勢屋106 管理者名 現田 広江

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ほまれの家 水橋店 事業所番号 1610101899

様式１


